
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、中
島
支

所
☎
９９７
１
８
４
１
・

９９７
１
５

８
５
へ

お問い合わせは、清掃課☎９２１-５５１６・ ９２１-６３１１へ

帰りの
旅客船賃
無　料

里
島
ツ
ー
リ
ズ
ム

里
島
ツ
ー
リ
ズ
ム

■
お
大
師
参
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in    

睦
月
島

 

【
日
時
】
５
月
21
日
㈯
（
雨
天
決

行
）
▼
８
時
30
分
高
浜
港
発
高
速

艇
、
10
時
10
分
三
津
浜
港
発
・
10

時
25
分
高
浜
港
発
フ
ェ
リ
ー
に
乗

船
し
、
睦
月
港
で
下
船

※
担
当
者
が
案
内
し
ま
す

 

【
内
容
】
①
島
四
国
八
十
八
カ
所

島を元気に
　協議会設立

第 ９ 回 堀江小学校
児童数  男341人・女303人・計644人

（平成23年４月１日現在）

め
ぐ
り（
所
要
時
間
２
～
４
時
間
）

②
西
国
三
十
三
カ
所
め
ぐ
り
（
所

要
時
間
90
分
～
３
時
間
）
③
名
所

め
ぐ
り
（
所
要
時
間
１
時
間
）

 
【
料
金
】
行
き
の
船
賃
（
片
道
）

＝
フ
ェ
リ
ー
６
７
０
円
、
高
速
艇

１
２
１
０
円

※
し
ま
め
し
弁
当（
１
０
０
０
円
・

先
着
１
０
０
個
）
を
予
約
販
売

 

【
申
し
込
み
】
５
月
20
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）の
９
～
17
時
に
、

電
話
で
睦
月
地
区
事
務
所（
田
村
）

☎
・

９９８
０
２
１
１
へ

■
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

フ
ラ
ッ

シ
ュ
ホ
タ
ル
観
察
ツ
ア
ー                                   

 

【
日
時
】
５
月
25
日
㈬
～
６
月
15

日
㈬
。
18
時
～
▼
15
時
50
分
三
津

浜
港
発
・
16
時
５
分
高
浜
港
発

フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
、
大
浦
港
で

下
船
（
当
日
は
中
島
で
宿
泊
）

 

【
内
容
】
ホ
タ
ル
の
観
察

 

【
定
員
】
50
人
（
先
着
順
）

 

【
料
金
】
中
学
生
以
上
３
０
０
円
、

小
学
生
１
０
０
円
、
未
就
学
児
無

料
（
保
険
料
を
含
む
）
▼
行
き
の

船
賃
・
宿
泊
代
は
別
途
必
要

 
【
申
し
込
み
】
参
加
日
の
３
日
前

ま
で
に
、
電
話
で
小
田
☎
０
８
０
・

６
３
９
２
・
０
７
４
１
へ

　
「
松
山
島
博
覧
会
（
し
ま
は
く
）

実
行
委
員
会
」
の
第
３
回
総
会

と
「
ま
つ
や
ま
里り

と
う島
ツ
ー
リ
ズ
ム

連
絡
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
４

月
11
日
、
県
水
産
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
し
ま
は
く
の
成
果
を

生
か
し
島
し
ょ
部
の
活
性
化
を
目

指
す
た
め
、
実
行
委
員
会
を
解

散
、「
ま
つ
や
ま
里
島
ツ
ー
リ
ズ

ム
連
絡
協
議
会
」（
田
中
政
利
会

長
）
を
設
立
し
、
今
後
も
島
を
舞

台
と
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の

継
続
・
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

山
あ
り
海
あ
り
街
あ
り
の
素
晴

ら
し
い
環
境
に
あ
る
堀
江
小
学

校
。
本
校
は
「
自
分
が
す
き 

人

が
す
き 

堀
江
が
す
き
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
学
社
融
合
の
取
り
組
み
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
幾

つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

【
ふ
れ
愛
自
遊
体
験
】
毎
年
夏
休

み
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
の
遊

び
を
保
護
者
や
地
域
の
人
が
用
意

し
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
の

触
れ
合
い
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
も
の
作
り
コ
ー
ナ
ー
や
お
化

け
屋
敷
、
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ッ
カ
ー
な

ど
、
魅
力
的
な
出
し
物
が
多
く
、

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

 

【
堀
江
地
区
文
化
祭
】
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
で
学
習
し
た
こ

と
（
郷
土
の
お
祭
り
や
踊
り
、
栄え

吾ご

米ま
い

の
歴
史
な
ど
）
を
、
地
域
の

人
の
前
で
学
年
ご
と
に
発
表
し
ま

す
。と
り
わ
け
６
年
生
に
よ
る「
ふ

る
さ
と
歴
史
再
現
カ
ー
ニ
バ
ル

（
歴
史
劇
）」
は
圧
巻
で
す
。

 

【
栄
吾
米
作
り
】
昔
、
堀
江
地
域

に
住
む
上
松
栄
吾
と
い
う
農
民
が

改
良
を
加
え
て
作
っ
た
優
秀
な
稲

の
品
種
で
あ
る
栄
吾
米
や
も
ち
米

を
、
５
年
生
が
地
域
の
人
か
ら
手

ほ
ど
き
を
う
け
な
が
ら
、
半
年
か

け
て
育
て
ま
す
。
作
っ
た
栄
吾
米

は
お
に
ぎ
り
に
し
て
試
食
を
し
、

ま
た
、
も
ち
米
は
も
ち
に
し
て
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
の
人
に
配
り

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、

堀
江
っ
子
た
ち
は
す
く
す
く
と
成

長
し
て
い
ま
す
。

もの作りコーナーで材料選び

慣れない手つきで田植え

松
山
っ
子
の
声

              

（
平
成
22
年
度
当
時
）

　

歴
史
再
現
カ
ー
ニ
バ
ル
を
通

し
て
、命
は
昔
か
ら
今
へ
と
つ
な

が
れ
て
い
る
と
感
じ
、堀
江
を

も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

（
６
年
女
子
）

　

田
植
え
は
初
め
て
で
、泥
が

ぐ
に
ぐ
に
し
て
い
て
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
に
く
く
、と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
。      

（
５
年
女
子
）

自
分
が
す
き 

人
が
す
き 

堀
江
が
す
き

水源の森基金への寄付と感謝状の贈呈「この街で」が松山駅到着メロディーに

ベンチ・苗木の寄贈

　水源の森基金へ寄付をした
松山北ロータリークラブに４
月８日、野志市長から感謝状
が贈られました。同クラブの
眞鍋清会長は「水源かん養林
の植栽のために役立ててほし
い」と話しました。

　プラごみにペットボトルが入っていると、分別違反で収
集されません。ご注意ください。

　水源の森基金へ寄付をした
国際ソロプチミスト松山に４
月 15 日、野志市長から感謝
状が贈られました。同会の今
井環会長は「水源保全のため、
これからも寄付を続けたい」
と話しました。

　「第 36 回ふれあいグリー
ンキャンペーン」で愛媛トヨ
ペットから４月 13 日、木製
ベンチ９基などが贈られまし
た。緑の大使を務める 2011
ミス・インターナショナル日
本代表の村山和実さんからソ
メイヨシノの苗木を受け取っ
た野志市長は「今後も緑が多
く自然あふれるまちを目指し
ます」とお礼を述べました。

　本市とＪＲ四国は、これま
での共同プロモーションなど
の成果を踏まえ、一層の連携・
協力を確認し、４月 19 日に
松山駅でパートナーシップ協
定を再締結しました。その取
り組みの一環として、同日か
ら松山駅の到着メロディーに

「この街で」が流されていま
す。

ペットボトルの分別で
　　　誇れる循環型社会へ

　ペットボトルの資源価値の
高まりやリサイクルの推進な
どから、４月からペットボト
ルの分別回収を行っていま
す。分別の際には、下記の点

に注意してください。また回
収後のリサイクル状況はホー
ムページ（http://www.jcpra.
or.jp/special/mytown/index.
html）でご覧になれます。

●ペットボトルの種類

※リングは
　取らなくて
　大丈夫

キャップ…プラごみへ

ラベル
…プラごみへ

キャップとラベルは必ずはずして、
プラごみ収集日に出してください。

中をすすいでください。（お風呂の
残り水などを活用してください。）

45ℓ以下の無色透明袋で、ペット
ボトル収集日に出してください。

プラごみです。
このマークの
表記（PET）を見て 
          
           
一緒にしないでね

注 意分
別
対
象
と
な
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

こ
の
マ
ー
ク
が

付
い
て
い
る
も
の
で
す

マークと

●ペットボトルの出し方

（3） 広報まつやま2011（平成23）年５月15日号


